






「解答又は解答例」及び「出題の意図」 
（大問） 
【１】ビッグデータとディープラーニングを高いレベルで駆使できる AI を想定する。これ
を用いて AI のサイコセラピストを構築した場合、人間の心理療法は AI にとって代わられ
るかどうかを論理的に述べなさい。またその際、未来の心理療法のあり方に関しても論述し
なさい。 
 
 まずは、ビッグデータとディープラーニングを用いた AI が、心理療法に援用できる可能
性について検討したい。 

はじめに、人間の行動傾向、性格傾向、家族構成や遺伝負因と精神症状との関連などの心
理的傾向に関するデータ、身体特性、症状、問題行動、他の身体疾患との併存などの身体的
傾向に関するデータなどに関連するビッグデータが使用可能であり、それを分析処理する
ことができれば、ある症状・問題をもった特定の個人に関する正確な心理アセスメント・精
神医学的な診断ツールとして用いることができる可能性がある。また、そのような情報をも
とに、症状・問題に対する治療パターンをディープラーニングが高度に習得することが可能
であるならば、正確なアセスメントや診断のみならず、それに基づいた治療や介入の方向性
を決定できるかもしれない。それらを心理療法を用いる専門家が援用することも考えられ
るし、また一般ユーザーもそれらの情報に容易にアクセスできるであろう。このような状況
はすでに起こりつつあるが、何か問題が生じた時の相談相手が、いわゆる専門家ではなく AI
になり、得られたデータとの対話が問題解決の手段となりうる。 
 また、そのような AI の利点として、実際の対面場面を想定する必要がなく、時間的、空
間的な制約がないことが挙げられる。AI を使用できる環境があれば、24 時間 365 日、また
世界のどこからでも上記のようなデータとの対話が可能であり、アクセシビリティの観点
での優位性は大きいと言えるだろう。もちろん、そのような AI の構成に時間的、経済的な
コストが生じるとは言えるが、仮に一定の機能を持ち合わせた AI が開発されたとするなら
ば、定期的に面接料を支払い継続的に心理療法を実施するのに必要なコストに比べて、ハー
ドルが低く安価に使用できる可能性も想定しうるだろう。 
 一方で、心理療法が人間と人間の相互的なコミュニケーションを前提とするという立場
に立てば、いくら AI がアバターや人間類似のキャラクターを用いたとしても、生身の人間
との接触感を体験することはできないことは、人間による心理療法の大きな特徴だと考え
られる。心理療法においてクライエントが思索を深め、自ら問題へと向き合おうとする過程
においては、必ずしも分析に基づいた正確なデータや行動修正の指針が人間を変容に導く
とは限らない。共感に基づいた信頼関係、セラピストの人となり、居ずまいといった言語化
しにくい雰囲気、相談室や面接室のありよう、ひいては相談室に行くまでの道中に生じる気
持ちの揺れ動きなど、データ化できない側面が心理療法に多分に影響を及ぼす。AI を用い
てこれらを仮想的に設えることはある程度可能かもしれないが、AI が実体を持たないとい
う点で明確な差異があり、生きた人間が、実際の場において、直接に応対することによって



生じる、身体性を伴った治療的な交流は、人間特有のものと言えるだろう。プレイセラピー、
箱庭療法、芸術療法、サイコドラマといった、身体表現そのものが治療的意義と結びついて
いる心理療法アプローチの持つ特性は、AI によって完全に追従できるものとは限らない。
自由連想を用いた精神分析においてさえも、「寝椅子に横たわる」という身体性が不可欠な
要素であり、クライエントが手を動かし、体を動かすことによる心理面への影響は、生身の
人間が行う心理療法にしか持ちえない特性だと考えられる。 
 また、緊急事態への対応という点でも、AI ではなく人間が対面した心理療法の持つ利点
は大きいものと考えられる。自傷他害の恐れがある、希死念慮があるといったクライエント
に対して、緊急性のリスクや抑止のための対応策などは AI によって検証することは可能で
あろう。しかし、そのようなクライエントの危機的状況に、即時的かつ直接的に介入するこ
とは AI には難しいことだと考えられる。そのような場面で、実際に緊急事態が生じるか否
かというギリギリのところで心理療法を継続するには、人間であるセラピストに生じる恐
怖感や信頼感が重要な指針となりうる。この点、AI はあくまでデータに基づいた対応にな
ることを考えると、ビッグデータの解析によって得られた分析と、目の前のクライエントの
危機的状況との間に齟齬が生じることがあるかもしれない（そして、AI に相談をしていた
クライエントがそのまま自殺してしまった例などが、すでに現実問題として生じている）。
もちろん、人間が心理療法を行っていても、緊急事態に適切な対処をしうるかどうかには限
界があることを付記しておく必要はあるが、倫理性、人間観を根底にした即時の判断といっ
たものは、必ずしも AI によって補完できないものと考えられる。 
 
 このような AI と人間による心理療法の異同を踏まえた上で、未来の心理療法がいかなる
ものになっていくかは、解答者個々によって考えが異なるであろう。よって、「未来の心理
療法のあり方」に関しては、個別具体的な解答例を設定することはできない。その内容は、
解答者各人によって、自身の心理療法観、人間観、倫理観、および志向するオリエンテーシ
ョンや治療技法によって異なってくるものと考えられる。解答者がそれらについて勘案し
ながら、自身の考えを論理的、かつ臨床的に論じられているかどうかを評価する。 

 


